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旧
暦
三
月
を
弥
生（
や
よ
い
）

と
呼
び
、
現
在
は
新
暦
三
月
の

別
名
と
し
て
も
用
い
ら
れ
て
い

ま
す
。
弥
生
の
由
来
は
、
草
木

が
い
よ
い
よ
生
い
茂
る
月
「
木

草
弥
や
生
ひ
月
（
き
く
さ
い
や

お
ひ
づ
き
）」
が
詰
ま
っ
て
「
や

よ
ひ
」
に
な
っ
た
と
い
う
説
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
時
期

は
気
温
の
変
化
が
激
し
く
体
調

を
崩
し
が
ち
で
す
の
で
健
康
管

理
に
留
意
下
さ
い
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

確
定
申
告
の
期
日
が
迫
り
、
決

算
書
類
の
作
成
中
と
察
し
ま
す
。

正
確
な
記
帳
と
、
そ
の
結
果
を

基
に
経
営
の
改
善
と
次
年
度
以

降
の
目
標
を
設
定
し
、
そ
の
達

成
を
目
指
し
て
頂
き
た
い
と
存

じ
ま
す
。
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授
精
師
が
充
実
し
て
い
る
こ
と
や
組
合

獣
医
師
利
用
農
家
の
理
解
を
得
た
こ
と

か
ら
、
従
来
の
臨
床
診
療
業
務
を
今
年

度
で
中
止
し
、
平
成
十
七
年
度
よ
り
生

産
獣
医
療
を
主
に
、
獣
医
師
の
専
門
的

技
能
を
活
か
し
た
次
の
三
項
目
を
重
点

事
業
と
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

①　

定
期
繁
殖
検
診
事
業

　

②　

総
合
的
乳
房
炎
防
除
事
業

　

③　

受
精
卵
の
採
取
・
移
植
事
業

　

具
体
的
に
繁
殖
検
診
事
業
で
は
、
定

期
的
に
巡
回
し
、
直
腸
検
査
等
を
実
施

し
て
、
空
胎
日
数
・
分
娩
間
隔
の
短
縮

を
目
指
し
ま
す
。
乳
房
炎
防
除
事
業
で

は
、
バ
ル
ク
乳
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
テ

ス
ト
・
搾
乳
立
会
等
を
実
施
し
、
細
菌

の
汚
染
状
況
を
把
握
し
た
上
で
防
除
指

導
を
行
い
ま
す
。
受
精
卵
の
採
取
・
移

植
事
業
で
は
、
受
精
卵
の
ガ
ラ
ス
化
保

存
技
術
を
導
入
し
、
優
良
乳
用
後
継
牛

及
び
高
付
加
価
値
肥
育
素
牛
の
生
産
を

中
心
に
、
採
卵
・
移
植
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
周
産
期
病
等
予
防
の
た
め
の
血

液
検
査
に
つ
き
ま
し
て
も
、
実
施
体
制

を
整
え
ま
す
。

　

事
業
実
施
に
あ
た
り
、
去
る
平
成
十

六
年
十
二
月
一
日
・
二
日
に
県
北
・
県

央
の
二
か
所
に
お
き
ま
し
て
、
契
約
獣

医
師
（
三
十
二
名
）・
人
工
授
精
師
（
七

名
）
の
出
席
を
得
、
臨
床
診
療
か
ら
指

導
診
療
へ
の
移
行
に
つ
い
て
の
主
旨
並

び
に
指
導
診
療
業
務
の
推
進
方
法
に
つ

い
て
説
明
し
、
事
業
へ
の
理
解
と
ご
協

力
を
頂
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
の
業
務
体
制
に
つ
き
ま
し
て
は
、

機
構
改
革
と
と
も
に
、
ふ
れ
あ
い
牧
場

内
に
診
療
課
を
設
置
、
必
要
な
機
具
器

材
を
整
備
し
、
指
導
課
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
事
業
を
推
進
す
る
計
画
で
す
。

ま
た
、
各
事
業
の
実
施
要
領
・
内
容
等

に
つ
き
ま
し
て
は
、
別
途
ご
案
内
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
事

業
を
進
め
て
参
り
ま
す
。
各
事
業
の
お

申
込
み
や
詳
し
い
内
容
等
に
つ
き
ま
し

て
は
、
所
轄
支
所
・
事
業
所
の
指
導
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　

今
後
の
酪
農
動
向
を
推
察
し
ま
す
と
、

後
継
者
・
畜
産
環
境
問
題
等
に
よ
り
酪

農
中
止
者
が
出
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
ま

せ
ん
。
組
合
と
し
ま
し
て
も
、
酪
農
家

の
減
少
抑
制
や
乳
牛
の
繁
殖
障
害
・
乳

房
炎
・
周
産
期
病
等
の
対
応
策
を
講
じ
、

か
つ
、
長
命
・
連
産
で
き
る
飼
養
管
理

及
び
泌
乳
・
乳
質
向
上
を
図
り
、
生
産

コ
ス
ト
の
低
減
に
よ
る
所
得
向
上
が
急

務
で
す
。
こ
れ
ら
の
課
題
の
う
ち
、
繁

殖
障
害
、
乳
房
炎
防
除
、
周
産
期
病
に

つ
い
て
の
対
応
策
と
し
て
、
来
年
度
よ

り
指
導
診
療
業
務
を
拡
充
し
、
組
合
員

個
々
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
経
営
技

術
支
援
を
強
化
す
る
計
画
で
す
。

　

合
併
時
よ
り
懸
案
事
項
で
あ
り
ま
し

た
診
療
業
務
は
、
契
約
開
業
獣
医
師
・
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　指導診療業務の説明会（那須高原支所管内）
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つ
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、新
農
業
士

代
表
挨
拶
は
、
農
業
士
と
し
て
の
自
覚

と
新
た
な
決
意
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
認
定
さ
れ
た
皆
様
に
は
、
心
よ

り
の
お
祝
い
と
、
更
な
る
ご
活
躍
を
期

待
申
し
上
げ
ま
す
。

�
�
�
�
�

�　

昨
年
の
組
合
生
乳
生
産
実
績
は
、
酪

農
中
止
者
及
び
猛
暑
の
影
響
を
受
け
な

が
ら
も
経
産
牛
一
頭
当
乳
量
の
伸
び
と
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今
年
度
の
農
業
士
認
定
式
が
一
月
七

日
に
県
公
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
組

合
よ
り
次
の
方
々
が
認
定
を
受
け
ま
し

た
。

　
　
　

農　

業　

士

　
　

有
本
孝
之
さ
ん
（
那
須
町
）

　
　

檜
山
政
義
さ
ん
（
南
那
須
町
）

　
　
　

女
性
農
業
士

　
　

増
山
英
子
さ
ん
（
真
岡
市
）

　
　
　

名
誉
農
業
士

　
　

大
阿
久
要
さ
ん
（
栃
木
市
）

　

当
日
は
認
定
者
夫
妻
が
出
席
し
、
新

た
に
農
業
士
十
二
名
、
女
性
農
業
士
九

名
、
名
誉
農
業
士
十
名
が
認
定
さ
れ
ま

し
た
。
福
田
富
一
県
知
事
よ
り
激
励
の

言
葉
を
頂
き
な
が
ら
認
定
書
を
一
人
ず

� ����������������������������������������������������������������������������������������������������

一
戸
当
り
飼
養
頭
数
の
増
加
に
支
え
ら

れ
、三
、〇
七
九
ｔ
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
組
合
員
の
経
営
向
上
に
対
す

る
ご
努
力
の
成
果
と
、
あ
ら
た
め
て
感

じ
る
と
こ
ろ
で
す
。
支
所
別
に
見
ま
す

と
、
県
南
支
所
の
一
戸
当
り
の
増
産
平

均
は
約
一
万
六
千
㎏
・
平
均
出
荷
量
は

三
十
三
万
二
千
㎏
と
、
飼
養
頭
数
に
比

例
し
乳
量
が
向
上
し
て
お
り
、
積
極
的

な
増
産
が
数
値
に
表
れ
て
お
り
ま
す
。

　

乳
代
の
基
準
乳
価
は
、
十
五
年
と
比

較
す
る
と
五
銭
ダ
ウ
ン
し
ま
し
た
が
、

乳
質
の
向
上
に
よ
り
年
間
平
均
乳
価
は

前
年
並
み
と
な
り
ま
し
た
。
支
所
別
の

平
均
は
各
支
所
共
に
昨
年
並
の
成
績
を

収
め
て
お
り
ま
す
。

　

乳
質
に
つ
い
て
は
、
酷
暑
の
影
響
を

受
け
な
が
ら
も
、
無
脂
乳
固
形
分
が
若

干
向
上
し
、
脂
肪
率
・
細
胞
数
に
つ
い

て
昨
年
並
み
の
高
水
準
の
乳
質
を
キ
ー

プ
し
て
お
り
、
徹
底
し
た
乳
質
管
理
の

成
果
と
見
ら
れ
ま
す
。
支
所
別
乳
質
平

均
ト
ッ
プ
は
、
脂
肪
率
・
細
菌
数
に
つ

い
て
は
那
須
高
原
支
所
、
無
脂
乳
固
形

分
が
宇
都
宮
支
所
、
細
胞
数
は
県
南
支

所
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

飼
養
頭
数
は
、
前
年
よ
り
二
百
八
十

頭
減
少
し
、
三
万
八
千
八
百
頭
と
な
り
、
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農
業
士
に
三
名
認
定

農
業
士
に
三
名
認
定

� ����������������������������������������������������������������������������������������������������

有 本 夫 妻

檜 山 夫 妻増 山 夫 妻
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プ
す
る
事
は
容
易
で
は
な
く
、
各
組
合

員
の
ご
努
力
に
敬
意
を
表
す
る
と
こ
ろ

で
す
。
昨
年
は
家
畜
排
せ
つ
物
法
施
行

に
伴
い
、
施
設
の
整
備
な
ど
の
対
応
に

苦
慮
さ
れ
た
か
と
存
じ
ま
す
が
、
後
継

牛
の
確
保
を
安
定
的
に
図
る
た
め
の
育

成
牛
保
有
率
の
向
上
、
計
画
的
な
初
妊

牛
の
導
入
を
図
り
、
安
定
し
た
経
営
基

盤
の
確
立
を
願
う
も
の
で
す
。

�
�
�
�
�

�　

組
合
で
は
、
Ｊ
Ａ
栃
木
中
央
会
の
総

合
診
断
を
受
け
ま
し
た
が
、
そ
の
際
、

中
央
会
が
無
作
為
に
選
出
し
て
行
い
ま

し
た
「
組
合
員
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
結
果

報
告
を
受
け
ま
し
た
の
で
概
略
の
み
お

知
ら
せ
し
ま
す
。（
細
部
は
別
紙
参
照
）

　

組
合
の
事
業
運
営
に
つ
い
て
の
満
足

度
は
、
ほ
と
ん
ど
の
事
業
が
「
満
足
」

さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
乳
質
検
査

及
び
出
荷
奨
励
制
度
の
基
準
に
不
満
が

多
い
よ
う
で
す
。
事
業
毎
の
要
望
に
つ

い
は
、
市
乳
販
売
事
業
・
酪
農
ヘ
ル
パ
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ー
事
業
・
資
金
貸
付
な
ど
の
事
業
に

「
も
っ
と
強
化
す
べ
き
」
と
の
結
果
が

出
ま
し
た
。
自
分
の
意
見
は
組
合
で
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
、

「
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
」
と
感
じ

る
方
が
多
く
見
ら
れ
、
組
合
員
組
織
の

今
後
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
活
発
な
活

動
を
期
待
す
る
結
果
が
出
ま
し
た
。
ま

た
、
過
去
一
年
間
に
組
合
へ
相
談
を
し

た
こ
と
の
な
い
方
も
多
く
、
一
番
の
理

由
と
し
て
は
「
相
談
し
た
い
こ
と
が
な

い
」
で
し
た
。
組
合
役
職
員
と
接
す
る

機
会
は
、
自
分
が
出
向
く
と
き
・
研
修

会
等
の
席
上
・
職
員
が
自
宅
に
く
る
と

き
の
順
に
多
く
、
組
合
か
ら
の
情
報
を

受
取
る
手
段
と
し
て
は
、
配
付
文
書
・

組
合
機
関
誌
・
職
員
の
順
で
、
書
面
で

の
情
報
収
集
が
主
で
し
た
。
組
合
へ
望

む
内
容
は
、
購
買
品
等
を
安
価
で
供
給

し
て
欲
し
い
と
の
要
望
が
主
で
し
た
。

役
員
へ
の
要
望
と
し
て
は
、「
組
合
員
の

要
望
を
基
に
、
経
営
者
の
プ
ロ
と
し
て

収
益
性
も
考
慮
し
た
事
業
運
営
に
当

た
っ
て
欲
し
い
」
と
の
要
望
で
し
た
。

ま
た
、
職
員
に
対
し
て
は
、
専
門
知
識
� ����������������������������������������������������������������������������������������������������

の
向
上
、
各
戸
の
巡
回
、
誠
意
・
責
任

感
の
向
上
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
合
併

の
効
果
に
つ
い
て
は
、
合
併
に
よ
る
メ

リ
ッ
ト
は
、
購
買
品
供
給
単
価
の
引
下
、

生
乳
の
有
利
販
売
、
情
報
提
供
頻
度
の

向
上
が
主
で
す
。
ま
た
、
デ
メ
リ
ッ
ト

と
し
て
、
事
務
所
が
心
理
的
に
遠
く

な
っ
た
・
き
め
細
か
な
対
応
が
な
く

な
っ
た
・
新
し
い
方
策
や
発
想
が
感
じ

ら
れ
な
い
と
の
回
答
が
あ
り
、
ソ
フ
ト

面
で
の
デ
メ
リ
ッ
ト
が
強
く
表
れ
て
い

ま
す
。

　

組
合
の
事
業
活
動
の
良
い
点
は
、
気

軽
に
利
用
で
き
る
・
将
来
性
が
あ
る
・

安
定
性
が
あ
る
の
順
で
、
評
価
が
低
い

順
で
は
、
役
員
が
組
合
員
と
疎
遠
・
仲

間
意
識
が
薄
い
・
組
合
が
組
合
員
の
た

め
に
あ
る
と
感
じ
な
い
な
ど
で
す
。

　

組
合
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
こ
の
集

計
結
果
を
踏
ま
え
、
今
後
の
業
務
遂
行

に
生
か
し
、
皆
様
の
期
待
に
応
え
て
参

り
ま
す
。
ま
た
、
個
々
の
提
言
に
対
し

ま
し
て
も
、
今
後
充
分
検
討
し
て
参
り

ま
す
。

酪
農
中
止
者
の
増
加
及
び
初
妊
牛
が
高

騰
す
る
な
ど
、
昨
年
同
様
な
環
境
の
中

で
、
増
頭
が
困
難
だ
っ
た
事
を
裏
付
け

る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
支
所
別
で
は

那
須
高
原
支
所
管
内
の
減
少
が
大
き
く

な
っ
て
お
り
ま
す
。
一
戸
当
り
の
飼
養

頭
数
は
、
県
南
支
所
の
増
頭
に
よ
り
、

全
体
で
は
昨
年
並
に
と
な
り
ま
し
た
。

　

経
産
牛
一
頭
当
り
の
乳
量
は
平
均
で

七
、
九
七
〇
㎏
（
二
〇
八
㎏
増
）
と
な

り
、
飼
養
技
術
の
向
上
は
個
体
改
良
の

成
果
と
分
析
し
ま
す
。
支
所
別
の
成
績

は
、
宇
都
宮
支
所
の
平
均
が
八
、
一
九

八
㎏
と
な
り
、
次
い
で
、
県
南
支
所
・

那
須
高
原
支
所
と
な
り
ま
す
。

　

一
戸
当
り
の
乳
量
は
、
個
体
能
力
の

向
上
に
よ
り
八
、
九
五
〇
㎏
の
増
加
と

な
り
ま
し
た
。
支
所
別
で
は
県
南
支
所

平
均
三
三
二
、
八
六
五
㎏
（
昨
年
と
比

較
し
約
一
六
、
三
〇
一
㎏
増
加
）
と
な

り
、
那
須
高
原
支
所
、
宇
都
宮
支
所
の

順
と
な
り
ま
し
た
。

　

十
六
年
の
集
計
結
果
を
ふ
り
返
り
ま

す
と
、
猛
暑
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
も

乳
量
の
増
産
・
乳
質
の
高
水
準
を
キ
ー
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那
須
高
原
支
所

　

各
地
域
酪
農
組
合
研
修
会

　

三
支
部
合
同
研
修
会

　

二
月
八
日
、
那
須
町
の
ホ
テ
ル
エ
ピ

ナ
ー
ル
に
て
、
約
六
十
名
の
組
合
員
が

参
加
し
、
三
支
部
合
同
研
修
会
を
行
い

ま
し
た
。
研
修
会
は
前
田
組
合
長
を
講

師
に
迎
え
、
近
況
の
酪
農
情
勢
、
十
六

年
度
事
業
の
経
過
報
告
、
次
年
度
の
事

業
計
画
等
に
つ
い
て
、
一
時
間
に
わ
た

り
詳
細
な
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
建
設
が
進
ん
で
い
る
那
須
高

原
支
所
及
び
Ｃ
Ｓ
の
進
捗
状
況
に
触
れ
、

施
設
合
理
化
の
有
効
性
に
つ
い
て
も
説

明
さ
れ
ま
し
た
。
研
修
会
終
了
後
は
懇

親
会
に
移
り
、
三
支
部
組
合
員
の
親
睦

を
深
め
ま
し
た
。

　

大
田
原
地
域
酪
農
組
合
全
体
研
修
会

　

二
月
九
日
、
大
田
原
市
の
ニ
ュ
ー
勝

田
屋
に
て
四
十
五
名
が
参
加
し
、
大
田

原
地
域
酪
農
組
合
全
体
研
修
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
菊
池
副
組
合
長
を
講
師

に
迎
え
、
今
年
度
の
業
務
経
過
報
告
、

今
後
の
組
合
事
業
及
び
酪
農
情
勢
等
に

つ
い
て
、
事
細
か
に
説
明
を
頂
き
ま
し

た
。
研
修
会
終
了
後
は
親
睦
会
に
移
り
、

更
な
る
地
域
組
合
員
の
親
睦
を
深
め
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

宇
都
宮
支
所

　

各
地
域
酪
農
組
合
研
修
会

　

宇
河
今
市
地
域
酪
農
組
合

　

一
月
十
七
日
、
宇
都
宮
市
の
ア
ピ
ア

に
て
、
二
十
五
名
の
参
加
を
得
て
、
研

修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
小
林
幸
雄
地
域
組
合
長
よ

り
挨
拶
が
あ
り
、
そ
の
後
研
修
会
に
入

り
ま
し
た
。
研
修
会
は
、
菊
池
副
組
合

長
か
ら
組
合
の
各
事
業
の
状
況
や
国
内

外
の
酪
農
情
勢
等
に
つ
い
て
約
一
時
間

に
わ
た
り
報
告

を
頂
き
ま
し
た
。

そ
の
後
懇
親
会

に
入
り
、
意
見

交
換
や
酪
農
現

場
で
の
出
来
事

な
ど
生
の
声
を

伝
え
る
な
ど
有

意
義
な
一
時
を

過
ご
す
こ
と
が
出
来
た
よ
う
で
す
。

　

塩
谷
地
域
酪
農
組
合

　

一
月
二
十
五
日
、
氏
家
町
の
野
州
バ

ー
ベ
キ
ュ
ー
ガ
ー
デ
ン
に
て
、
二
十
名

の
参
加
を
得
て
、
研
修
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

は
じ
め
に
加
藤
一
男
地
域
組
合
長
よ

り
挨
拶
か
た
が
た
組
合
状
況
や
関
東
生

乳
販
連
の
中
長
期
計
画
（
案
）
等
に
つ

い
て
報
告
が
あ
り
、
そ
の
後
研
修
会
に

入
り
ま
し
た
。
研
修
会
は
、
赤
堀
参
事

よ
り
昨
年
の
酪
農
情
勢
を
振
り
返
り
ト

ピ
ッ
ク
ス
を
話
さ
れ
、
ま
た
組
合
の
各

事
業
の
状
況
や
来
年
度
の
機
構
改
革
等

に
つ
い
て
報
告
を
頂
き
、
そ
の
後
懇
親

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

女
性
会
塩
谷
支
部

　

一
月
二
十
四
日
、
氏
家
町
の
桔
梗
に

て
、
三
十
名
の
参
加
を
得
て
、
研
修
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
斉
藤
典
子
会
長
よ
り
挨
拶

が
あ
り
、
続
い
て
塩
谷
地
域
酪
農
組
合

長
の
加
藤
一
男
氏
か
ら
挨
拶
が
あ
り
ま

し
た
。
研
修
会
は
斉
藤　

修
理
事
か
ら

組
合
の
各
事
業
の
状
況
や
酪
農
情
勢
等

お
話
し
を
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
後
懇
親

会
と
な
り
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
ま
し

た
。

　

栃
木
県
南
支
所

　

地
域
の
活
動
近
況

　

各
地
域
に
お
け
る
活
動
を
報
告
し
ま

す
。

　

十
一
月

〇
栃
木
支
部　

交
流
会
（
ボ
ー
リ
ン
グ

大
会
）

〇
河
内
南
部
・
下
都
賀
地
域
酪
農
組
合

研
修
会
・
坪
山
産
業
（
鹿
沼
市
）

〇
町
民
祭　

芳
賀
町
、
市
貝
町
、
茂
木

町
、
益
子
町
、
真
岡
市

　

酪
農
業
の
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
た
乳
製
品
の

試
飲
・
販
売

〇
真
岡
市
乳
用
牛
共
励
会

　

真
岡
市
長
第
一
部　

増
山
清
樹

　
　
　
　
　

第
二
部　

柳　

宗
一

〇
環
境
美
化
花
の
苗
の
配
布

　

十
二
月

〇
河
内
南
部
・
下
都
賀
地
域
酪
農
組
合

　

環
境
美
化
調
査

　

芳
賀
町
酪
農
組
合　

町
民
祭
反
省
会

〇
県
南
支
所
ゴ
ル
フ
愛
好
会　

コ
ン
ペ

〇
芳
賀
地
域
酪
農
組
合　

前
田
組
合
長

と
の
懇
談
会
・
忘
年
会

　

一
月

〇
新
年
会
・
懇
談
会　

益
子
町
、
谷
貝

新
田
、
市
貝
町
、
上
三
川
町
、
沖
、

青
年
部
芳
賀
支
部

〇
河
内
南
部
・
下
都
賀
地
域
酪
農
組
合

　

前
田
組
合
長
と
の
懇
談
会
・
新
年
会

〇
真
岡
市
酪
農
組
合
（
大
島
浩
牧
場
）

〇
ヘ
ル
パ
ー
利
用
組
合
県
南
支
部

　

懇
談
会

　

二
月

○
女
性
会
河
内
南
部
・
下
都
賀
支
部　

手
芸
講
習
会

○
女
性
会
芳
賀
支
部　

料
理　

講
習
会

�

�

�

�

����

����

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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用
牛
乳
向
け
は
相
変
わ
ら
ず
低
迷
（
二

・
三
％
減
）
し
て
い
る
も
の
の
、
醗
酵

乳
向
け
に
つ
い
て
は
八
・
四
％
増
と
前

月
に
引
き
続
き
回
復
傾
向
を
示
し
て
お

り
ま
す
が
、
飲
用
需
要
の
回
復
傾
向
に

は
至
っ
て
お
ら
ず
心
配
さ
れ
る
と
こ
ろ

で
す
。
特
定
乳
製
品
向
け
に
つ
い
て
は
、

飲
用
向
け
が
減
少
し
た
も
の
の
、
生
乳

生
産
量
が
前
年
を
大
き
く
下
回
っ
た
こ

と
に
よ
り
七
・
五
％
減
と
大
幅
な
減
少

と
な
り
ま
し
た
。

　

組
合
に
お
け
る
乳
質
成
績
は
、
脂
肪

率
が
前
年
並
み
の
成
績
（
四
・
一
％
）

に
回
復
し
た
も
の
の
、
無
脂
固
形
分
率

は
前
月
に
続
き
や
や
下
回
り
八
・
八
七

％
（
〇
・
〇
五
％
減
）
と
な
り
ま
し
た
。

細
胞
数
に
つ
い
て
は
前
年
を
〇
・
四
五

万
向
上
す
る
（
二
三
・
七
万
）
好
成
績

と
な
り
ま
し
た
。

十
二
月
迄
の
乳
量
及
び
乳
質
成
績
は
上

記
の
と
お
り
で
す
。

生
乳
販
売
部

　

前
年
並
み
水
準
で
の
生
産
続
く

　

十
一
月
が
前
年
実
績
を
や
や
下
回
っ

た
こ
と
か
ら
十
二
月
の
生
産
が
懸
念
さ

れ
ま
し
た
が
、
一
〇
〇
・
二
％
と
ほ
ぼ

前
年
並
み
の
堅
調
な
生
産
が
続
い
て
お

り
ま
す
。
支
所
別
に
み
る
と
、
那
須
高

原
支
所
に
お
い
て
は
九
九
・
九
％
と
前

年
並
み
、
宇
都
宮
支
所
に
お
い
て
は
一

〇
二
・
一
％
と
堅
調
な
生
産
、
県
南
支

所
に
お
い
て
も
九
九
・
八
％
と
前
年
並

み
の
生
産
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

全
国
の
生
乳
生
産
動
向
に
つ
い
て
は
、

北
海
道
が
九
七
・
二
％
、
都
府
県
も
九

八
％
、
全
国
で
九
七
・
七
％
と
減
少
傾

向
が
続
い
て
お
り
、
累
計
で
も
九
八
・

九
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
昨
年
ま
で

堅
調
な
生
産
を
示
し
て
い
た
主
産
地
で

あ
る
北
海
道
に
お
い
て
は
回
復
の
兆
し

�
�
�
���

�　体細胞数の推移 �　無脂乳固形分率の推移

�　脂肪率の推移 �　乳量の推移 が
見
え
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
関
東

に
お
い
て
は
九
八
・
三
％
と
相
変
わ
ら

ず
減
少
傾
向
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

生
乳
需
要
の
動
向
に
お
い
て
は
、
飲
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〔単位：頭，千円（税込）〕

551　
 以上

501　
 ～550

451　
 ～500

401　
 ～450

351　
 ～400

～
350

平均
価格

成立
頭数

開催日市場名

1411869645545194772月 3日根　　室

1122419918645224802月 4日十　　勝

681376216125202862月17日豊　　富

2511615619775435012月22日十　　勝

2191497916925414742月23日北　　見

1371283116215323152月23日釧　　路

3361083510435594962月24日根　　室

1,2641,11045814034235393,029合　　計

34278352718262165101,912前　　月

6081,18076231177414942,979前年同月

２月ホクレン初妊牛市場成績
〔単位：円（税込）〕平成17年２月

平　 均最　 低最　 高平均体重成立頭数種　 別市場名

３９,９８２１,０５０５８,８００－１３９ホルス雄

十
五
日

西
那
須
野

１３５,９８３５２,５００１６３,８００－６７Ｆ１雄

６７,７１９２６,２５０１０３,９５０－８１Ｆ１雌

４８,１６７４０,０００５９,０００６８６ホルス雄

十
七
日

館　

林
１３６,１１１１０１,０００１６７,０００７１９Ｆ１雄

９３,６４３５８,０００１１３,０００７０１４Ｆ１雌

� ����������������������������������������������������������������������������������������������������

家 畜 市 場 成 績

� ����������������������������������������������������������������������������������������������������

酪　

農　

部

　

栃
木
県
酪
農
発
表
会
開
催

　
　

〜
酪
農
へ
の
思
い
を
発
表
〜

　

平
成
十
七
年
二
月
四
日
、
宇
都
宮
コ

ン
セ
ー
レ
に
て
第
三
〇
回
栃
木
県
酪
農

発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
百
六
十

名
余
り
の
参
加
者
を
前
に
し
て
、
六
名

の
発
表
者
が
、
個
々
の
経
営
状
況
や
酪

農
に
対
す
る
思
い
を
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

当
組
合
代
表
と
し
て
、
酪
農
経
営
発
表

部
門
に
青
年
部
桃
井
一
嘉
氏（
那
須
町
）、

酪
農
に
関
す
る
意
見
、
体
験
発
表
部
門

に
女
性
会
人
見
み
ゐ
子
氏
（
那
須
塩
原

(
)

市
）、
青
年
部
小
滝
淳
氏 
南
那
須
町 
、

(
)

同
じ
く
伊
沢
琢
磨
氏 
上
三
川
町 
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。

　

桃
井
氏
は
、「
魅
力
あ
る
酪
農
経
営
を

目
指
し
て
」
と
題
し
、
酪
農
部
門
と

「
ア
イ
ス
工
房
も
も
い
」
を
通
し
、
安

全
・
安
心
な
牛
乳
の
生
産
と
消
費
者
の

顔
が
見
え
る
経
営
に
取
り
組
み
、
更
な

る
飛
躍
を
目
指
す
決
意
を
発
表
さ
れ
ま

し
た
。

　

人
見
氏
は
、「
農
業
の
可
能
性
は
無
限

大
」
と
題
し
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

と
「
体
験
館�
Ｔ
Ｒ
Ｙ��
Ｔ
Ｒ
Ｙ�

�
Ｔ
Ｒ
Ｙ�
」
で
の
取
り
組
み
か
ら
、
食

農
教
育
と
、
酪
農
の
良
さ
を
発
表
さ
れ

ま
し
た
。

　

小
滝
氏
は
、「
私
の
目
指
す
酪
農
経

営
」
と
題
し
、
地
域
の
仲
間
と
の
交
流

を
通
し
て
牛
群
能
力
の
向
上
に
取
組
ん

で
い
る
姿
と
、
ゆ
と
り
の
あ
る
経
営
を

目
指
し
た
い
と
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

伊
沢
氏
は
、「
酪
農
後
継
者
と
し
て
」

と
題
し
、
若
き
経
営
者
と
し
て
専
念
し
、

周
辺
環
境
が
厳
し
い
中
で
は
あ
る
が
、

牛
群
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
や
消
費
者
を
意

識
し
た
経
営
を
目
指
し
た
い
と
発
表
さ

れ
ま
し
た
。

(
)

　

審
査
の
結
果
、
三
月
二
十
四
日 
木 

(
)

〜
二
十
五
日 
金 
に
開
催
さ
れ
る
「
関

東
甲
信
越
酪
農
経
営
発
表
大
会
」（
群
馬

県
伊
香
保
温
泉
『
福
一
』）
に
栃
木
県
代

表
と
し
て
桃
井
氏
と
人
見
氏
が
推
薦
さ

れ
ま
し
た
。

　

発
表
者
の
経
営
内
容
と
前
向
き
に
取

組
む
姿
勢
は
、
参
加
者
に
と
っ
て
大
変

参
考
に
な
っ
た
事
と
思
い
ま
す
。
発
表

者
の
皆
様
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　

ま
た
、
栃
木
県
代
表
と
し
て
今
回
選

ば
れ
た
お
二
人
並
び
に
前
大
会
よ
り
選

ば
れ
た
永
嶋
志
保
子
氏
（
市
貝
町
）
に

は
、
自
信
を
持
っ
て
発
表
大
会
に
臨
ん

で
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

� ����������������������������������������������������������������������������������������������������
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先
日
、
私
の
パ
ソ
コ
ン
の
ハ
ー
ド

デ
ィ
ス
ク
が
逝
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

１
６
０
Ｇ
Ｂ
、
５
４
０
０
回
転
の
も
の

な
の
で
す
が
、
ほ
ぼ
休
み
無
く
丸
一
日

回
し
っ
ぱ
な
し
で
一
年
半
程
で
壊
れ
ま

し
た
。
調
べ
て
み
る
と
、
ど
う
や
ら
寿

命
は
温
度
、
デ
フ
ラ
グ
の
頻
度
な
ど
が

関
係
し
、
使
用
環
境
に
よ
っ
て
大
き
く

開
き
が
あ
る
よ
う
で
す
。
特
に
排
熱
は

大
切
な
よ
う
で
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
は
不
朽
と
思
わ
れ

る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
で
す
が
、

使
っ
て
い
れ
ば
壊
れ
る
日
が
や
っ
て
き

ま
す
。
や
は
り
大
切
な
デ
ー
タ
は
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
を
取
ら
な
い
と
泣
き
を
見
る

よ
う
で
す
。「
カ
コ
ン
、
カ
コ
ン
…
」
と

音
が
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、「
や
ば

い
な
ぁ
」
と
は
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

聞
こ
え
な
い
ふ
り
を
し
て
い
た
の
が
失

敗
で
し
た
。
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
は
手
間
と

費
用
が
か
か
り
ま
す
が
、
車
に
保
険
を

か
け
る
よ
う
に
、
デ
ー
タ
に
も
保
険
を

か
け
る
べ
き
な
の
で
し
ょ
う
。
私
は
ハ

ー
ド
デ
ィ
ス
ク
を
増
設
し
、
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
を
取
れ
る
よ
う
対
策
を
行
い
ま

し
た
。
皆
様
も
ご
注
意
を
。
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ア
ジ
ア
で
初
め
て
長
野
県
で
行
わ
れ
た
。

　

今
大
会
に
は
、
世
界
八
十
六
カ
国
か

ら
二
千
七
百
名
が
参
加
し
、
ス
キ
ー
・

ス
ケ
ー
ト
な
ど
七
競
技
七
十
九
種
目
に

わ
た
り
、
障
害
の
ハ
ン
デ
を
乗
り
越
え

熱
戦
が
展
開
さ
れ
た
。
審
査
も
単
な
る

順
位
の
み
で
な
く
、
持
て
る
能
力
を
い

か
に
発
揮
さ
れ
た
か
が
評
価
さ
れ
、
参

加
者
全
員
が
表
彰
台
に
の
ぼ
り
、
観
客

か
ら
健
闘
の
祝
福
を
受
け
る
。
こ
れ
ぞ
、

真
な
る
ク
ー
ベ
ル
タ
ン
の
「
勝
敗
よ
り

参
加
す
る
こ
と
に
意
義
あ
り
」
精
神
の

真
髄
と
共
感
す
る
。

�
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地
球
温
暖
化
を
防
止
す
る
た
め
、
先

進
国
に
温
室
効
果
の
排
出
ガ
ス
の
削
減

量
を
定
め
た
、
い
わ
ゆ
る
「
京
都
議
定

書
」
が
先
月
十
六
日
発
効
さ
れ
た
。

　

予
測
で
は
、
こ
の
ま
ま
温
暖
化
が
進

む
と
、
今
後
百
年
間
に
地
球
の
平
均
気

温
が
一
・
四
度
か
ら
五
・
八
度
高
く
な
り
、

異
常
気
象
・
生
態
系
の
破
壊
、
更
に
は
、

海
抜
の
低
い
島
国
は
水
没
し
、
わ
が
国

の
砂
浜
も
八
割
が
水
没
す
る
懸
念
あ
り

と
い
わ
れ
る
。
本
当
に
恐
ろ
し
い
こ
と

に
な
り
か
ね
な
い
。

　

わ
が
国
は
排
出
ガ
ス
削
減
目
標
量
を

六
％
と
公
約
し
た
が
、
現
実
は
逆
に
八

％
の
増
加
に
な
っ
て
お
り
、
苦
し
い
ス

タ
ー
ト
と
な
っ
た
。
今
後
の
削
減
対
策

に
つ
い
て
は
、
政
府
を
中
心
に
検
討
さ

れ
よ
う
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
省
エ
ネ

対
応
が
求
め
ら
れ
る
の
で
、
今
か
ら
研

究
・
実
行
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

�
�

�
　

新
那
須
高
原
Ｃ
Ｓ
・
支
所
の
新
設
工

事
も
順
調
に
進
み
、
建
物
に
続
き
貯
乳

タ
ン
ク
四
基
が
立
ち
並
び
、
国
道
か
ら

一
際
目
立
ち
ま
す
。
完
成
は
支
所
が
三

月
末
、
Ｃ
Ｓ
は
五
月
の
予
定
で
す
。
現

地
を
通
り
の
折
に
は
是
非
ご
覧
下
さ
い
。

（
Ｙ
）

　

「
春
一
番
」
の
風
来
・
ひ
な
祭
り
も

過
ぎ
、
三
寒
四
温
と
と
も
に
春
の
訪
れ

と
な
る
が
、「
花
粉
症
」
が
迎
え
待
つ
。

　

イ
ギ
リ
ス
の
「
枯
草
熱
」
が
ル
ー
ツ

と
言
わ
れ
る
花
粉
症
。
今
や
、
国
民
病

と
も
呼
ば
れ
、
多
く
人
々
が
悩
み
闘
う
。

目
の
か
ゆ
み
・
涙
、
鼻
水
・
鼻
づ
ま
り

等
、
様
々
の
症
状
に
ゆ
う
う
つ
な
日
々

と
察
し
ま
す
が
、
し
ば
し
の
辛
抱
、
負

け
ず
に
頑
張
り
ま
し
よ
う
。
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オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
い
え
ば
、
五
輪
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
華
々
し
さ
を
思
い

浮
か
ぶ
が
、
も
う
ひ
と
つ
、
知
的
障
害

者
の
ス
ポ
ー
ツ
祭
典
「
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
冬
季
世
界
大
会
」
が
、

�

�

�

�

�

�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

�
�
���
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	



　

「
廃
用
牛
出
荷
業
務
」
に
つ
い
て
は
、

廃
用
牛
の
取
扱
い
の
み
な
ら
ず
、
肉
専

用
種
・
交
雑
種
等
の
取
扱
い
を
行
っ
て

お
り
、
事
業
名
を
「
廃
用
牛
出
荷
業
務
」

か
ら
「
肉
用
化
出
荷
業
務
」
と
事
業
名

の
変
更
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
取
扱

い
手
数
料
を
、「
精
算
金
の
一
％
と
す

る
」
か
ら
「
一
頭
当
り
一
、五
〇
〇
円
と

す
る
」
に
四
月
一
日
よ
り
改
定
い
た
し

ま
す
。

一
月
度
理
事
会

報
告
事
項

　

�一
 
　

資
金
貸
付
に
つ
い
て

　

�二
 
　

一
月
分
生
産
者
支
払
乳
価
に
つ
い
て

協
議
事
項

　

�一
 
　

十
二
月
度
事
業
実
績
に
つ
い
て

　

�二
 
　

平
成
十
七
年
度
配
合
飼
料
・
混

合
飼
料
及
び
粗
飼
料
供
給
別
利
用

奨
励
措
置
に
つ
い
て

　

�三
 
　

第
四
回
酪
農
ま
つ
り
に
つ
い
て

　

�四
 
　

診
療
業
務
機
器
購
入
に
つ
い
て

　

�五
 
　

酪
農
ヘ
ル
パ
ー
基
金
拠
出
に
つ
い
て

�
�
�
�

　

肉
用
化
牛
出
荷
事
業
に
つ
い
て
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